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お茶の水女子大学リベラルアーツとＦＤ公開シンポジウム
平成 20 年９月17 日（水）

文理融合リベラルアーツ科目を担当して

―担当教員によるパネル討議―

 宗教と色・音・香（「色・音・香」系列から）
パネラー  頼住 光子（人間文化創成科学研究科文化科学系准教授）

私は、学部でいいますと文教育学部に所属しておりまして、大学
院でいいますと人間文化創成科学研究科の文科系に所属しており
ます、頼住と申します。私自身の専門は鎌倉仏教の思想的な研究で、
特に道元また親鸞などについて研究しています。リベラルアーツ科
目としては、今年から「宗教と色・音・香」を担当しております。

この授業は、今年度入学した 20 年度生は、「宗教と色・音・香」
というテーマで履修しますが、それ以前の学生につきましては、「倫
理・宗教」という科目名になっております。先ほど棚橋先生も二重
になっているとおしゃっていらっしゃいましたが、私の方も二重に
なっております。

この「倫理・宗教」という科目は、もともと、一般教育の時代には「倫
理」と「宗教」に分かれておりまして、その当時のことを知る先生
に伺いましたところ、「倫理」が２単位で「宗教」が４単位で、合
計して６単位あったということです。それを、教養教育の改革の過
程で、いろいろとスクラップ・アンド・ビルドを繰り返し、最終的
には「倫理・宗教」というように一つの科目にまとめたという経緯
がございます。ここしばらくは、「倫理・宗教」で２単位となってお
りましたが、今回リベラルアーツへと組みかえる過程で、この「倫理・
宗教」がまた分かれ、隔年で「倫理」と「宗教」の授業をするこ
とになりました。具体的に申しますと、今年は「宗教と色・音・香」
の授業をして、来年度は「生命倫理」の授業をするということにな
ります。授業としては、形式的にも内容的にもかなり大きな変化が
あったということです。

今回担当させていただきました「宗教と色・音 ･ 香」という授業
ですが、いくつかの狙いをもっております。まず大きくいいますと、
宗教に関して入門的な講義するということと、「宗教と色・音・香」
というテーマに沿った講義をすることという狙いがございます。昨
年、リベラルアーツ科目をテーマにそって検討し、さまざまな科目
群を組み合わせていく過程で、全部新しいテーマに沿って話をし
てもいいし、今まであった科目を活かしながら、それにプラスアル
ファという形でテーマを話してもいいというようなことを伺っており
ました。これまであった「倫理・宗教」の授業では、倫理の基礎
は宗教にあるということもあり、また私自身が宗教哲学を研究して
いるということもありまして、主として「宗教」に関する講義を行っ
ていたのですが、その宗教に関する講義ということを踏襲しなが
ら、今回からは、プラスアルファとして「色・音・香」についても
言及するという方向で新たな授業を組み立てました。なぜ、「色・音・
香」というリベラルアーツとしての共通のテーマをプラスアルファと
したのかと言いますと、全学の学生が取ることができる宗教に関

する入門的な授業は、この授業だけだとう事情があったからなの
です。

宗教の問題というのは現代社会を考える上で大変重要な問題だ
ということがありますので、宗教入門というところを抜いて、すべ
ての時間を「宗教と色・音・香」、例えば儀礼の話ということだけ
で構成するのは、もちろん私自身の能力的にも不可能だということ
もありますが、学生にとって儀礼の話だけを聞いても、宗教につい
てごく一部しか分かったことにならないだろうと思いました。また
私自身は宗教哲学的な立場から宗教を考えているわけですが、宗
教にとって感覚的な要素というのは第一義的なものではない、む
しろ、色・音・香という感覚的にとらえられるものを超えた超越的
領域が宗教の本来のフィールドであるという事情が、このような授
業の構成を取っている一番大きな理由ではないかと思います。こ
のようなことを考慮いたしまして、基本的には今までやっていた宗
教に関する入門的なお話をして、それにプラスするかたちで宗教儀
礼の話をするというようなことをしております。

お手元にお配りしております資料をご覧になってください。そこ
では①～③に分けて授業の狙いについて説明しております。
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まず、①として、さまざまな宗教の教理・歴史・現代的意義と
問題について基本的な知識を理解させるということがございます。
世界の主だった宗教、また日本人としてぜひ基本的に知っておか
なければいけない宗教を選びまして、それについてどういう宗教
なのかという輪郭、現代的社会においてどのような役割を果たし
ているのか、またさまざまな歴史とか教理の問題について概説的
に説明をしております。扱う具体的な宗教名としては、仏教、キリ
スト教、イスラーム、儒教、神道などです。２単位３０時間でこれ
だけの宗教について話しますと、かなり盛りだくさんな内容になり
ます。 教科書は、『人間の文化と宗教』（北樹出版）を使っており
ます。この教科書は、私とあと何人かの宗教研究者の方で執筆し
たものです。私は仏教を担当していますが、この教科書を使って、
比較宗教学的な観点も取り入れて、さまざまな宗教について学生
の理解を促すということがまず第１点の狙いとしてございます。

次に②についてご説明いたします。これは大事なことだと思うの
ですが、知識の理解を通じて宗教的な寛容の態度を学生の中に
ぜひ育成したいと思っております。授業で扱う具体的な内容として
は、①の宗教に関するさまざまな知識といったようなことが中心と
なっては来るのですが、ただ単に知識を身につければよいというこ
とではないと思います。なぜ、知識を身につけなければならない
かというと、自他の宗教や文化に対する理解を深めることで、他
者の宗教を認め尊重しあう宗教的寛容の態度が養成されるからな
のです。理解と尊重のためにはまず「知る」ということが不可欠な
のです。②の宗教的な寛容についてだけ集中的に言及するという
ことはあまりしませんけれども、基本的な構えとしてそういうこと
を学生に伝えたいという気持ちをもってこれまで授業をしてまいり
ました。

③として、「宗教と色・音・香」という今回のリベラルアーツの共
通のテーマに沿って、宗教について、特に宗教儀礼を取り上げまし
た。感覚的な要素がどのように宗教の考え方を反映しているのか
というようなことをお話ししました。その感覚的な要素の意味とか、
象徴的な含意とか、そういうものについて、幾つか具体的な例を
挙げながら授業をすすめて参りました。

①②については、これまで行ってきた授業においても重視して
参りましたものです。コア科目の「倫理・宗教」においては①②だ
けを基本的にして、儀礼については必要に応じて多少触れるとい
う程度で、あまり触れてこなかったのですが、今回「宗教と色・音・香」
というリベラルアーツＬＡの科目群に参加したことにより、これまで
はあまり扱う余裕のなかった③の儀礼の部分をかなりクローズアッ
プして、学生たちにお話しするということになりました。

ただ、先ほども申し上げましたように、儀礼のことだけを知って
も宗教について理解したとはいえません。儀礼の背後にあるもの
が宗教にとっては重要なのです。目に見えない神とか仏とかそうい
うものが宗教の一番中心軸になるわけです。非感覚的、超感覚的
なるものというのが中心であり、そのようなものの現れとして感覚
的なものが成立するということを踏まえるならば、非感覚的、超
感覚的なものの方を話さないと、なぜこういう感覚的なものがあ
るのかということが理解できないということがございまして、その
ような必然性からこういう授業の形式を取っているということも、
私にとってはかなり切実なこととしてございます。

今回新たに授業のための準備として力を入れたのは、授業の狙
いの③になります。これまでは教理とか歴史の説明ということで、
必要に応じて資料を配布しておりました。いろいろな図版や表や
原典のテクストのコピーなどを配布しておりましたが、今回、宗教
儀礼を取り上げるに当たっては、紙媒体の資料だけでは不十分だ
と思いました。儀礼については、やはり実際を見ないと分からな
いということが大変に多いのです。香についてはビデオでも伝わり
ませんので、口頭で説明するに留めましたが、色と音については、
具体的な現物を見たり聞いたりしていただくというのが一番効果的
だと思いましたので、ビデオを活用しました。

これまでは、私は自分の講義でビデオなどのビジュアル的な教
材を使ったことはありませんでした。私の研究者としての中心的な
仕事は、テクストの読解に基づいた宗教哲学でして、たとえば、
道元『正法眼蔵』や親鸞『教行信証』などを主な対象をしており
ますので、あまりその必要性を感じなかったわけです。しかし、こ
の「宗教と色・音・香り」の授業にあたっては、ビデオを使うとい
うことで、かなり自分自身もいろいろな宗教儀礼のビデオなどを
見て、学生に分かりやすいのはどれか、その宗教の本質を分かっ
てもらいやすいのはどれかという観点から、幾つか選定しました。
ただ、あまりそういう観点から宗教的な儀礼を適切に扱っている
ビデオがなく、その点で苦慮いたしました。結局、私自身の研究
室で何年か前に買って所有していた「日本の歴史と芸能」という平
凡社から出ているビデオのシリーズがありまして、これが大変に役
に立ちました。

そのシリーズの中で何巻かが宗教的な儀礼を記録したビデオで
す。時間が限られておりますから、かなり短い時間、たとえば５分
とか 10 分とかの儀礼で、しかも学生が飽きないで見ていられる、
また宗教的な象徴性が非常にはっきりとした形で分かるビデオとい
うことで、仏教儀礼のビデオとしては「大麻寺の練供養」、神道儀
礼のビデオとしては京都にある「大田神社の巫女舞」、奈良の「春
日大社の巫女舞」を上映いたしました。

ビデオを使うに当たっては、まず学生に基礎知識として、その儀
礼はどういうものなのかということを、大まかにお話しした後、実
際にビデオを見ていただいて、その後でもう一回説明して確認する
というような形ですすめました。つまり、ビデオを見る時間に加え
まして、それを見る前と後で説明をいたしましたので、ビデオを上
映した回の講義に関しましては、かなり授業時間に占めるビデオ関
連の時間の割合は多くなりました。

具体的には、どのようなビデオ映像であったのかというと、例え
ば「大麻寺の練供養」は、浄土思想に基づく儀礼で、浄土と穢土
をそれぞれのお堂に振り分けて、その間に橋を渡して、それで極
楽浄土に往生するということをビジュアル的に見せるわけです。仏
が金色に輝く姿で、実際に着ぐるみみたいなものを着て出て歩い
ていったり、また読経の音が非常に効果的に使われていたりとか、
そういうところを実際に見てもらったのです。

学生に後でアンケートを取りましたところ、学生も、二つのお堂
とその間の橋が示す象徴性についてはきちんと掴んでいましたし、
あと私が気付かなかったような点、たとえば儀礼の行われる時間
帯の意味などを指摘してくれる学生などもいたりしまして、学生に
とっては興味深いビデオだったのではないかと思います。また、か
なり質問等も出まして、ビデオなどを上映した後、学生から内容的
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なことについて確認の質問などいろいろございました。

この授業では、ビデオを上映するということで、ＴＡ（ティーチング・
アシスタント）を付けていただいていました。このＴＡが非常によ
くやってくださいました。ビデオ上映のときに、私も初めてビデオ
を上映するので心配だったので、ちょうどこの部屋になりますが、
学生と一緒にリハーサルをいたしました。機器がちゃんと動くかと
か、私がちゃんと機器を扱えるかとか、２人で練習をいたしました。

また、この授業は例年 200 人ぐらい登録する授業なのですが、
今年は４月の時点で 400 人程登録されていました。今まで宗教学
入門という形の授業が毎年あったのが、今年度から隔年になるの
で、それで学生が２倍来てしまったのではないかと思います。レポー
トの回収や資料配布などが大変でしたが、そのようなときにもＴＡ
の学生がとても力になってくれましたので、こういう形で授業をす
るというときには、ＴＡが大変に大きな力になるということを本当
に今回、身をもって知りました。今まで 200 人の授業では特にＴ
Ａは付いていなくて、それでも何とかなっていたのですが、やはり
400 人となるとＴＡがいないと厳しかっただろうと思っております。

この授業は、例年は夏休みにレポートを書いてもらって、それ
を採点して単位を出しておりました。今年もそのつもりで、シラバ
スにも夏休みにレポートを課すということを明記しておりましたし、
最初のオリエンテーションの時間でもそのように説明しておりまし
た。

例年ですと、夏休み前の授業では、レポートを書くための資料
の収集の仕方とか、例えばインターネットの情報については、こう
いう形で扱ってほしいとか、そういうことについてかなり詳しくお
話ししておりました。受講生のうち１年生が大きな割合を占めます
から、大学生になってレポートを書く、その心構えや情報を収集
し整理し、自分なりに検討する基本的方法についてもお話してい
たわけです。今回もそのような形で単位認定をするつもりだったの
ですが、400 人ということで、今までと同じような形で夏休み明け
のレポートの提出ではとても採点が間に合わないということが分か
りまして、急遽、授業の最後のときに提出してもらうということに
なったのです。

ただ、授業の最後のときにレポート提出というのは、その前の
週まで普通の授業をしているわけですから、学生にとっては非常
に時間的に厳しくものになってしまいます。レポートを読んでおり
ますと、いつもの夏休みに書いていただくレポートに比べますと、
表面的な記述が目立ちましたので、その辺、これからどのように
単位認定をするか考えております。

今まではアンケートを取ったり感想を書いていただくなどして出
席を確認したりしていたのですが、これから 400 人規模で授業が
続くとなると、それもそうたびたびはできなくなります。受講者数
の増加に伴った単位認定方法をどうするかということについては、
今後の私の課題だと思います。先ほど棚橋先生のご発表で試験に
ついてもご紹介いただきましたが、私自身、今後試験ということも
選択肢にいれなければいけないのかなと考えております。どちら
にいたしましても、まだ、もう少し時間をかけて考えたいと思って
います。

あと私自身の課題といたしましては映像資料です。今回はキリス

ト教とイスラームについてもお話ししたいということで、幾つかビ
デオを見まして、一応授業の前の日まではこれでやろうかなと思っ
ていたのですが、ちょっと問題が多いなと思いまして、結局やめて
しまったということがあるのです。どういうことかといいますと、儀
礼のビデオで適当なものがなかったので、礼拝堂だけでもお見せ
しようかと思って、礼拝堂のビデオをいろいろ見ましたところ、何
とか学生に見せられそうなものがイスラームとキリスト教とそれぞ
れあったのですが、キリスト教の場合には教会の中を観光客が見
学している映像で、イスラームの場合はモスクの中で、信者がぬ
かずいて礼拝している映像だったのです。これはあまりにも学生に
変な先入観を与えかねないと思いまして、それで散々迷って、結局
やめてしまったのです。その辺りはやはり適切なビデオを見せない
と、かえって変なメッセージを学生に与えてしまうということがある
と思いますので、自分としてももう少し適切なビデオ資料を今後探
していきたいと思っております。

まだ少し時間がございますので、補足的なお話ししたいと思い
ます。お手元の配布資料の「その他」というところをご覧になって
ください。今回のリベラルアーツへの編成替えによって、宗教を扱
う入門的な科目が隔年開講になりましたが、宗教に関する授業と
いうのは、学生にとって非常に重要だと思っているのです。どうい
うことかといいますと、今はいろいろな大学で、対カルトの予防安
全教育というものがかなり熱心に行われております。例えば大阪
大学では報道等がございましたので、先生方もご存じの方が多い
と思いますが、今年から全１年生に対して、対カルト予防安全教育
のための必修の講義を取らなければいけない、レポートを提出し
なければいけないということを義務付けたわけです。

それだけ大学としての危機感が強いのだと思うのですが、お茶
大は、幸い今のところ、私が知っている範囲ではカルトについての
大きな問題は起こってはいないと思います。ただ私どもの目から見
て起こっていないだけであって、水面下で何があるのか分からない
面も非常にございます。特に今はインターネットでの勧誘などが非
常に盛んですので、全く人間関係のないところからぱっとカルトに
入ってしまうというようなことがあります。

今回私が行いました「宗教と色・音・香」の授業では、本来の
内容だけで時間が足りないという状況でしたので、カルトの問題に
ついてはあまり触れられませんでした。「道徳教育の研究」の授業
のときに若干触れたりすることはあるのですが、ただ「道徳教育の
研究」というのは、教職を取る学生しか取りませんので、全学的
な開かれた形でのカルトに対する何らかの予防安全ということを
意識した授業が今後必要になってくるかと思います。私の宗教入
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門というのは、別にカルトのことを中心的にお話ししているわけで
もありませんが、まず正しい知識を知るということが予防のため
の第１歩だということが言えると思います。

宗教についてはグローバル化し異文化交流が盛んになるにつれ
て、さらにその重みが増してきています。そのような状況を踏まえて、
本学のリベラルアーツ科目においても今後宗教に関する講義をどの
ようなかたちで行うのが適切なのかがさらに検討されていってほし
いと思っております。

以上でございます。ご清聴ありがとうございました。


